
令和 6 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

公園整備事業を体験から学ぶ

釧路町くるみ公園 活動の様子の写真 ①道具の正しい使い方

令和5年5月末より10月まで毎月実施 成果物の写真 ②周囲を確認すること

公園整備事業として委託を受けた ③仲間との連携の仕方

利用者数　　毎回10名前後で参加　 ④袋への入れ方

⑤効率の良い動き

＜目的＞ ⑥危険性の排除

⑦時間の意識を持つ

慣れた者も初心に帰り、今の課題を確認すること、 ⑧成果の報告の仕方

本人の意識を改善、全体を見て判断して動くことが ⑨評価

できるようになることを目的とする ⑩次への課題の整理

＜成果＞ ⑪次への準備と片付け

毎月繰り返し行うことで、単発で意識が終了する

他の現場に比べ、各々が意識して動いていた。

作業効率が向上していく実感が持てた。

地域自治会と連携し、実践してきたことで地域の公園を綺麗に使うことの意識向上になったとの話があった。

地域自治会や町内会で、出来ない作業を今後も担うことで、地域貢献を重ね、新たな事業の開拓になればと

考えている。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 職業指導センターきぼう 事業所番号 O１１４３００４１１

利用者からの意見・評価

参加した利用者からの意見・評価

　難しい・大変・様々な道具を使用したが使いづらかった・道具を大切に使い壊さない工夫があることを知れた。

　力いっぱいすることで壊れてしまうことを学んだ今後はきをつけたい、他。

住　所 釧路町木場3丁目1番地 管理者名 行木　衆児

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 0154-65-5189 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 来年も頼みたいとのこと

様式２


